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(57)【要約】
　水素ガス圧縮装置に関し、その一実施例は、少なくと 
も１つの圧縮室内に導入された低圧水素ガスを高圧水素 
ガスに変換させて排出する水素ガス圧縮装置であって、 
動力部によって回転運動するピニオン部材と、一端部が 
上記ピニオン部材と噛合され、上記ピニオン部材の上記 
回転運動によって往復直線運動する少なくとも１つのラ 
ック部材と、上記少なくとも１つのラック部材の各々の 
他端部側に具備され、上記少なくとも１つのラック部材 
の各々の上記往復直線運動によって往復運動して上記少 
なくとも１つの圧縮室の各々の体積を縮小又は拡大する 
少なくとも１つの圧縮部材と、上記少なくとも１つの圧 
縮部材が往復運動が可能な状態で挿入される少なくとも 
１つの孔部を有し、上記少なくとも１つの孔部のうち上 
記少なくとも１つの圧縮部材の各々の先端部側の領域に 
上記低圧水素ガスが導入される上記少なくとも１つの圧 
縮室が形成されたハウジングと、を含む。
【選択図】図３

審査請求　有　予備審査請求　未請求　（全15頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も １ つ の 圧 縮 室 内 に 導 入 さ れ た 低 圧 水 素 ガ ス を 高 圧 水 素 ガ ス に 変 換 さ せ て 排 出 す  
る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 で あ っ て 、
動 力 部 に よ っ て 回 転 運 動 す る ピ ニ オ ン 部 材 と 、
一 端 部 が 前 記 ピ ニ オ ン 部 材 と 噛 合 さ れ 、 前 記 ピ ニ オ ン 部 材 の 前 記 回 転 運 動 に よ っ て 往 復 直  
線 運 動 す る 少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 と 、
中 心 部 が 前 記 少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 の 各 々 の 他 端 部 側 に 具 備 さ れ 、 前 記 少 な く と も  
１ つ の ラ ッ ク 部 材 の 各 々 の 前 記 往 復 直 線 運 動 に よ っ て 往 復 運 動 し て 前 記 少 な く と も １ つ の  
圧 縮 室 の 各 々 の 体 積 を 縮 小 又 は 拡 大 す る 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 と 、
前 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 が 往 復 運 動 が 可 能 な 状 態 で 挿 入 さ れ る 少 な く と も １ つ の 孔  
部 を 有 し 、 前 記 少 な く と も １ つ の 孔 部 の う ち 前 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 の 先 端  
部 側 の 領 域 に 前 記 低 圧 水 素 ガ ス が 導 入 さ れ る 前 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 室 が 形 成 さ れ た ハ  
ウ ジ ン グ と 、 を 含 み 、
前 記 少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 の 各 々 は 、
前 記 他 端 部 が 前 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 の 中 心 部 に 連 結 さ れ る よ う に 前 記 一 端  
部 と 前 記 他 端 部 の 高 低 差 を 補 償 す る た め の 高 さ 調 整 区 間 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 は 、
前 記 少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 の 各 々 の 他 端 部 と 連 結 さ れ る ピ ス ト ン を 含 む
請 求 項 １ に 記 載 の 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 は 、
前 記 少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 の 各 々 の 他 端 部 と 連 結 さ れ る 加 圧 部 と 、 前 記 加 圧 部 に よ  
っ て 加 圧 さ れ る ダ イ ヤ フ ラ ム と 、 を 含 む
請 求 項 １ に 記 載 の 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 に 具 備 さ れ た 加 圧 部 は 、
前 記 少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 の 各 々 と 前 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 に 具 備 さ  
れ た ダ イ ヤ フ ラ ム の 間 に 形 成 さ れ る 加 圧 空 間 と 、 前 記 加 圧 空 間 に 充 填 さ れ る 流 体 と 、 を 含  
む
請 求 項 ３ に 記 載 の 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 細 に は 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 全 体 サ イ ズ を 相  
対 的 に 減 ら す こ と が で き 、 オ イ ル の キ ャ リ ー オ ー バ ー （ ｃ ａ ｒ ｒ ｙ － ｏ ｖ ｅ ｒ ） が ほ ぼ 発  
生 し な い 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 は 製 油 及 び 化 学 工 程 で 発 生 し た 水 素 を ガ ス 排 管 を 通 し て ガ ス 供 給 企 業 に  
輸 送 し ガ ス 供 給 企 業 で 水 素 輸 送 用 カ ー ト リ ッ ジ 車 両 に 圧 縮 貯 蔵 す る も の で あ っ て 、 １ 段 吸  
入 圧 力 （ ２ ０ ～ ２ ５ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ 2 ・ ｇ ） の ガ ス を 受 け て ２ 段 圧 縮 圧 （ ２ ０ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ 2
・ ｇ ） に 昇 圧 さ せ 、 水 素 ガ ス 製 造 施 設 か ら 供 給 さ れ た 水 素 を 高 圧 で 圧 縮 し て 自 動 車 や 燃 料  
電 池 な ど に 供 給 す る 役 割 を 行 う 。 か か る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 は 地 球 環 境 の 変 化 に 対 す る 化 石  
燃 料 埋 蔵 量 の 減 少 と 消 費 量 増 加 に よ る エ ネ ル ギ ー 価 格 の 上 昇 と 、 エ ネ ル ギ ー 需 給 の 危 機 性  
に よ る 代 替 エ ネ ル ギ ー 開 発 の 必 要 性 及 び 国 内 エ ネ ル ギ ー 需 要 の 多 く を 占 め る 輸 送 用 エ ネ ル  
ギ ー に よ る 環 境 汚 染 指 数 の 増 加 を 防 ぐ た め に 開 発 さ れ る 代 替 エ ネ ル ギ ー で あ る 水 素 ガ ス の  
効 率 増 加 の た め の 装 置 で あ る 。



10

20

30

40

50

JP 2022-517576 A 2022.3.9(3)

【 ０ ０ ０ ３ 】
か か る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 従 来 技 術 の 一 例 が 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ た 。 図 １ 及 び 図 ２ を 参  
照 す る と 、 従 来 技 術 の 一 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 は 、 自 動 車 の エ ン ジ ン の よ う に ク ラ ン  
ク 軸 と 上 記 ク ラ ン ク 軸 が 回 転 時 に 行 程 室 内 で 往 復 駆 動 す る ピ ス ト ン １ １ か ら な る 駆 動 部 と  
、 上 記 ピ ス ト ン １ １ と の 間 に 位 置 す る オ イ ル （ ｏ ｉ ｌ ） の 圧 力 が 上 昇 す る に つ れ 水 素 ガ ス  
を 圧 縮 す る ダ イ ヤ フ ラ ム １ ２ か ら な る 圧 縮 部 で 構 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
具 体 的 に は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 ピ ス ト ン １ １ が 最 高 点 ま で 上 昇 し た 時 は ダ イ ヤ フ ラ ム  
１ ２ と ピ ス ト ン １ １ の 間 に あ る オ イ ル （ ｏ ｉ ｌ ） の 圧 力 が 上 昇 す る よ う に な る と 流 入 さ れ  
た 低 圧 水 素 ガ ス の 圧 縮 が 行 わ れ 、 図 ２ の よ う に ピ ス ト ン １ １ が 最 低 点 ま で 下 降 し た 時 は 逆  
の 現 象 が 起 き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 従 来 技 術 の 一 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 は 、 駆 動 部 が ク ラ  
ン ク 軸 か ら な る こ と に よ り 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 全 体 サ イ ズ が 大 型 化 し 、 ク ラ ン ク 軸 を 持 続  
的 に 回 転 さ せ る た め に は 相 対 的 に 大 容 量 の 電 動 機 を 必 要 と す る た め 、 原 価 上 昇 の 要 因 と な  
り 、 電 力 消 費 量 も 増 え る な ど の 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 方 、 図 に は 示 し て い な い が 、 油 圧 シ リ ン ダ に よ っ て 駆 動 す る シ リ ン ダ ー ロ ッ ド を 用 い て  
水 素 ガ ス を 圧 縮 す る 方 法 が 開 示 さ れ た こ と が あ る が 、 こ の 場 合 、 所 定 量 の オ イ ル の キ ャ リ  
ー オ ー バ ー （ ｃ ａ ｒ ｒ ｙ － ｏ ｖ ｅ ｒ ） が 生 じ る 場 合 が あ り 、 こ の よ う な キ ャ リ ー オ ー バ ー  
オ イ ル の 露 出 は オ イ ル を 凝 固 さ せ 、 最 終 的 に は 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 シ ス テ ム の 故 障 に 繋 が る  
問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
よ っ て 、 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 全 体 サ イ ズ を 相 対 的 に 減 ら す こ と が で き 、 オ イ ル の キ ャ リ ー  
オ ー バ ー （ ｃ ａ ｒ ｒ ｙ － ｏ ｖ ｅ ｒ ） が ほ ぼ 発 生 し な い 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 が 要 求 さ れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 全 体 サ イ ズ を 相 対 的 に 減 ら す こ と  
が で き 、 オ イ ル の キ ャ リ ー オ ー バ ー （ ｃ ａ ｒ ｒ ｙ － ｏ ｖ ｅ ｒ ） が ほ ぼ 発 生 し な い 水 素 ガ ス  
圧 縮 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 技 術 的 課 題 は 以 上 で 言 及 し た も の に 制 限 さ れ ず 、 言 及 し て い な い 他 の 技 術 的 課 題  
は 下 記 の 記 載 か ら 当 業 者 に 明 確 に 理 解 さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 は 、 少 な く と も １  
つ の 圧 縮 室 内 に 導 入 さ れ た 低 圧 水 素 ガ ス を 高 圧 水 素 ガ ス に 変 換 さ せ て 排 出 す る 水 素 ガ ス 圧  
縮 装 置 で あ っ て 、 動 力 部 に よ っ て 回 転 運 動 す る ピ ニ オ ン 部 材 と 、 一 端 部 が 上 記 ピ ニ オ ン 部  
材 と 噛 合 さ れ 、 上 記 ピ ニ オ ン 部 材 の 上 記 回 転 運 動 に よ っ て 往 復 直 線 運 動 す る 少 な く と も １  
つ の ラ ッ ク 部 材 と 、 上 記 少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 の 各 々 の 他 端 部 側 に 具 備 さ れ 、 上 記  
少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 の 各 々 の 上 記 往 復 直 線 運 動 に よ っ て 往 復 運 動 し て 上 記 少 な く  
と も １ つ の 圧 縮 室 の 各 々 の 体 積 を 縮 小 又 は 拡 大 す る 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 と 、 上 記 少  
な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 が 往 復 運 動 が 可 能 な 状 態 で 挿 入 さ れ る 少 な く と も １ つ の 孔 部 を 有  
し 、 上 記 少 な く と も １ つ の 孔 部 の う ち 上 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 の 先 端 部 側 の  
領 域 に 上 記 低 圧 水 素 ガ ス が 導 入 さ れ る 上 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 室 が 形 成 さ れ た ハ ウ ジ ン  
グ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 、 上 記 少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 は 、 上 記 一 端 部 と 上 記 他 端 部 の 高 低 差 を 補 償 す  
る た め の 高 さ 調 整 区 間 を 含 む こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 上 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 は 、 上 記 少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 の 各 々  
の 他 端 部 と 連 結 さ れ る ピ ス ト ン を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 上 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 は 、 上 記 少 な く と も １ つ の ラ ッ ク 部 材 の 各 々  
の 他 端 部 と 連 結 さ れ る 加 圧 部 及 び 上 記 加 圧 部 に よ っ て 加 圧 さ れ る ダ イ ヤ フ ラ ム を 含 む こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 上 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 に 具 備 さ れ た 加 圧 部 は 、 上 記 少 な く と も １ つ  
の ラ ッ ク 部 材 の 各 々 と 上 記 少 な く と も １ つ の 圧 縮 部 材 の 各 々 に 具 備 さ れ た ダ イ ヤ フ ラ ム の  
間 に 形 成 さ れ る 加 圧 空 間 及 び 上 記 加 圧 空 間 に 充 填 さ れ る 流 体 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 他 の 実 施 例 ら の 具 体 的 な 事 項 は 詳 細 な 説 明 及 び 図 面 に 含 ま れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 に よ れ ば 、 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 全 体 サ イ ズ を 相  
対 的 に 減 ら す こ と が で き 、 オ イ ル の キ ャ リ ー オ ー バ ー （ ｃ ａ ｒ ｒ ｙ － ｏ ｖ ｅ ｒ ） が ほ ぼ 発  
生 し な い 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 効 果 は 以 上 で 言 及 し た も の に 制 限 さ れ ず 、 言 及 し て い な い 他 の 効 果 は 特 許 請 求 の  
範 囲 の 記 載 か ら 当 業 者 に 明 確 に 理 解 さ れ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の 一 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 駆 動 メ カ ニ ズ ム （ ピ ス ト ン が 最 高 点 の  
時 ） を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 技 術 の 一 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 駆 動 メ カ ニ ズ ム （ ピ ス ト ン が 最 低 点 の  
時 ） を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 示 す 斜 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 変 形 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
以 下 、 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 本 発 明 を 容 易 に 実 施 で き  
る 程 度 に 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る と 、 次 の と  
お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
実 施 例 を 説 明 す る に あ た り 、 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 で 周 知 で あ り 、 本 発 明 と 直 接 的 な 関  
連 の な い 技 術 内 容 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。 こ れ は 不 要 な 説 明 を 省 略 す る こ と に よ り 本  
発 明 の 要 旨 を 不 明 瞭 に す る こ と な く よ り 明 確 に 伝 達 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
同 様 の 理 由 か ら 添 付 し た 図 面 に お け る 一 部 の 構 成 要 素 は 誇 張 さ れ た り 省 略 さ れ た り 概 略 的  
に 図 示 さ れ た 。 ま た 、 各 構 成 要 素 の 大 き さ は 実 際 の 大 き さ を 全 的 に 反 映 す る も の で は な い  
。 各 図 面 で 同 一 の 又 は 対 応 す る 構 成 要 素 に は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 装 置 又 は 要 素 方 向 （ 例 え ば 、 “ 前 （ ｆ ｒ ｏ ｎ ｔ ） ” 、 “ 後 （ ｂ ａ ｃ ｋ ） ” 、 “ 上 （ ｕ ｐ  
） ” 、 “ 下 （ ｄ ｏ ｗ ｎ ） ” 、 “ 頂 部 （ ｔ ｏ ｐ ） ” 、 “ 底 部 （ ｂ ｏ ｔ ｔ ｏ ｍ ） ” 、 “ 左 （ ｌ ｅ ｆ ｔ ）  
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” 、 “ 右 （ ｒ ｉ ｇ ｈ ｔ ） ” 、 “ 横 （ ｌ ａ ｔ ｅ ｒ ａ ｌ ） ” ） な ど と い っ た 用 語 に 関 し て 本 願 で 用  
い ら れ た 表 現 及 び 述 語 は 単 に 本 発 明 の 説 明 を 単 純 化 す る た め に 用 い ら れ 、 関 連 す る 装 置 又  
は 要 素 が 単 純 に 特 定 の 方 向 を 有 す る べ き で あ る と 示 し た り 意 味 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 は 、 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 全 体 サ イ ズ を 相 対 的 に 減 ら す こ と が で き 、 オ イ ル の キ ャ リ  
ー オ ー バ ー （ ｃ ａ ｒ ｒ ｙ － ｏ ｖ ｅ ｒ ） が ほ ぼ 発 生 し な い 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 提 供 す る た め  
に 案 出 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ の た め に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 は 、 圧 縮 室 内 に 導 入 さ れ た 低 圧 水  
素 ガ ス を 高 圧 水 素 ガ ス に 変 換 さ せ て 排 出 す る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 で あ っ て 、 動 力 部 に よ っ て  
回 転 運 動 す る ピ ニ オ ン 部 材 、 一 端 部 が 上 記 ピ ニ オ ン 部 材 と 噛 合 さ れ 、 上 記 ピ ニ オ ン 部 材 の  
上 記 回 転 運 動 に よ っ て 往 復 直 線 運 動 す る ラ ッ ク 部 材 、 上 記 ラ ッ ク 部 材 の 他 端 部 側 に 具 備 さ  
れ 、 上 記 ラ ッ ク 部 材 の 上 記 往 復 直 線 運 動 に よ っ て 往 復 運 動 し て 上 記 圧 縮 室 の 体 積 を 縮 小 又  
は 拡 大 す る 圧 縮 部 材 及 び 上 記 圧 縮 部 材 が 軸 方 向 に 上 記 往 復 運 動 が 可 能 な 状 態 で 挿 入 さ れ る  
孔 部 を 有 し 、 上 記 孔 部 の う ち 上 記 圧 縮 部 材 の 先 端 部 側 の 領 域 に 上 記 低 圧 水 素 ガ ス が 導 入 さ  
れ る 上 記 圧 縮 室 が 形 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 説 明 す る た め の 図 面 を 参 照 し て 本 発 明  
に つ い て 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 下 、 図 ３ 乃 至 図 ７ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 説 明 す る と  
、 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 示 す 斜 視 図 で 、 図 ４ は 本 発 明 の 第 １  
実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 示 す 斜 視 断 面 図 で 、 図 ５ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水  
素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ３ 乃 至 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 １ は 圧 縮 室 ４ ２  
０ 内 に 導 入 さ れ た 低 圧 水 素 ガ ス を 高 圧 水 素 ガ ス に 変 換 さ せ て 排 出 す る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 １  
で あ っ て 、 ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ 、 ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ 、 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ 及 び ハ ウ ジ ン グ ４ ０  
０ を 含 ん で 構 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま ず 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 で ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ は 動 力 部 と 連 結 さ れ て 上 記 動 力 部 に よ っ  
て 回 転 運 動 し 、 か か る 回 転 運 動 を 後 述 さ れ る ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 往 復 直 線 運 動 の た め の 駆  
動 力 と し て 提 供 す る た め の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ こ で 、 動 力 部 は ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ を 正 方 向 又 は 逆 方 向 に 回 転 さ せ る 駆 動 モ ー タ １ ２ ０  
と 減 速 機 １ １ ０ な ど か ら な る こ と が で き 、 駆 動 モ ー タ １ ２ ０ が 動 作 さ れ る と ピ ニ オ ン 部 材  
１ ０ ０ が 減 速 機 １ １ ０ に よ っ て 減 速 さ れ な が ら 回 転 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 発 明 の 第 １ 実 施 例 で ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ は 後 述 さ れ る 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ が 圧 縮 室 ４ ２ ０ 内 に  
導 入 さ れ た 低 圧 水 素 ガ ス を 高 圧 水 素 ガ ス に 変 換 さ せ る た め に 要 求 さ れ る 往 復 運 動 の た め の  
駆 動 力 を 提 供 す る た め の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
具 体 的 に は 、 ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ は 一 端 部 が ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ と 噛 合 さ れ 、 他 端 部 が 圧 縮  
部 材 ３ ０ ０ の 中 心 部 と 連 結 さ れ 、 ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ の 回 転 運 動 に よ っ て 往 復 直 線 運 動 す  
る こ と に よ り 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ を 往 復 運 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ こ で 、 ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ は 一 端 部 が ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ に 連 結 さ れ 、 他 端 部 が 後 述 さ れ  
る ハ ウ ジ ン グ ４ ０ ０ の 孔 部 ４ １ ０ に 挿 入 さ れ る か 、 又 は 隣 接 し た 位 置 に 位 置 す る 状 態 で 圧  
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縮 部 材 ３ ０ ０ に 往 復 運 動 の た め の 駆 動 力 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ こ で 、 ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 一 端 部 と 噛 合 さ れ る ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ の 高 さ と 孔 部 ４ １ ０  
の 高 さ が 異 な る 場 合 、 ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ は ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ に 噛 合 さ れ る 一 端 部 と 圧 縮  
部 材 ３ ０ ０ の 中 心 部 に 連 結 さ れ る 他 端 部 の 高 低 差 を 補 償 す る た め の 高 さ 調 整 区 間 ２ ０ １ を  
含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
例 え ば 、 高 さ 調 整 区 間 ２ ０ １ は 図 ３ 乃 至 図 ５ に 示 し た よ う に 斜 線 形 状 を な す 場 合 も あ り 、  
図 に は 示 し て い な い が 、 凹 状 又 は 凸 状 に 湾 曲 さ れ る か 、 又 は 曲 が っ た 形 状 を な す 場 合 も あ  
る 。 た だ し 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ は 図 ３ 乃 至 図 ５ に 示 し た よ う に ２ つ で 構 成 さ れ ２ つ の ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０  
が １ つ の ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ と 噛 合 駆 動 し て も よ い し 、 図 に は 示 し て い な い が 、 ラ ッ ク 部  
材 ２ ０ ０ が １ つ で 構 成 さ れ て ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ と 噛 合 駆 動 し て も よ い 。 た だ し 、 こ れ に  
限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 の 第 １ 実 施 例 で 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ は 圧 縮 室 ４ ２ ０ を 体 積 を 縮 小 又 は 拡 大 す る こ と に よ  
り 、 圧 縮 室 ４ ２ ０ 内 に 導 入 さ れ た 低 圧 水 素 ガ ス を 高 圧 水 素 ガ ス に 変 換 す る た め の 構 成 で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ３ 乃 至 図 ５ を 参 照 す る と 、 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ は ピ ス ト ン （ 又 は 、 シ リ ン ダ ） の 形 態 を な す  
こ と が で き 、 ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 他 端 部 に 連 結 さ れ て ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 往 復 直 線 運 動 に  
よ っ て 往 復 運 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
具 体 的 に は 、 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ で ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 他 端 部 に 連 結 さ れ る 部 分 を 圧 縮 部 材 ３  
０ ０ の 後 端 部 と し た 場 合 、 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ は 先 端 部 を 介 し て 圧 縮 室 ４ ２ ０ 内 に 導 入 さ れ た  
低 圧 水 素 ガ ス を 圧 縮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ こ で 、 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ は 図 ３ 乃 至 図 ５ に 示 し た よ う に ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ が ２ つ で 構 成 さ  
れ て １ つ の ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ に ２ つ の ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ が 噛 合 駆 動 す る 場 合 、 ２ つ の ラ  
ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 各 々 の 他 端 部 に 連 結 さ れ る よ う に ２ つ で 構 成 さ れ て も よ い 。 た だ し 、 こ  
れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 発 明 の 第 １ 実 施 例 で ハ ウ ジ ン グ ４ ０ ０ は 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ の 先 端 部 と と も に 低 圧 水 素 ガ ス  
が 導 入 さ れ る 閉 空 間 で あ る 圧 縮 室 ４ ２ ０ を 形 成 す る た め の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
具 体 的 に は 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ ０ は 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ が 軸 方 向 に 往 復 運 動 が 可 能 な 状 態 で 挿 入  
さ れ る 孔 部 ４ １ ０ を 有 し 、 上 記 孔 部 ４ １ ０ の う ち 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ の 先 端 部 側 の 領 域 に 低 圧  
水 素 ガ ス が 導 入 さ れ る 圧 縮 室 ４ ２ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ こ で 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ ０ は 図 ３ 乃 至 図 ５ に 示 し た よ う に 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ が ２ つ の ラ ッ ク  
部 材 ２ ０ ０ の 各 々 の 他 端 部 に 連 結 さ れ る よ う に ２ つ で 形 成 さ れ る 場 合 、 ２ つ の 圧 縮 部 材 ３  
０ ０ の 各 々 が 挿 入 さ れ る ２ つ の 孔 部 ４ １ ０ と ２ つ の 圧 縮 室 ４ ２ ０ を 含 む こ と が で き る 。 ま  
た 、 ２ つ の 圧 縮 室 ４ ２ ０ に は そ れ ぞ れ 低 圧 水 素 ガ ス 流 入 口 ４ ２ ０ １ と 高 圧 水 素 ガ ス 流 出 口  
４ ２ ０ ２ が 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
一 方 、 図 ３ 乃 至 図 ５ で は 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ ０ が ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ 、 ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ 及  
び 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ を す べ て 内 蔵 し て い る と 図 示 さ れ た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 圧 縮 部 材 ３  
０ ０ の 先 端 部 と と も に 圧 縮 室 ４ ２ ０ を 形 成 す る 多 様 な 構 造 で 設 計 変 形 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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図 ６ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ６ を 参 照 す る と 、 ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ が 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る こ と を 正 方 向 回 転 と し  
た 場 合 、 ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ が 図 ６ Ａ に 示 し た よ う に 位 置 し た 状 態 で 正 方 向 に 回 転 す る 際  
に は 図 ６ Ｂ に 示 し た よ う に ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ と 上 記 ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ に 連 結 さ れ た 圧 縮 部  
材 ３ ０ ０ が 圧 縮 室 ４ ２ ０ 方 向 に 前 進 す る よ う に な り 、 圧 縮 室 ４ ２ ０ 内 に 導 入 さ れ た 低 圧 水  
素 ガ ス を 圧 縮 し て 高 圧 水 素 ガ ス に 変 換 さ せ て 排 出 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ れ と は 逆 に 、 ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ が 反 時 計 回 り 方 向 で あ る 逆 方 向 に 回 転 す る 際 に は 図 ６  
Ａ に 示 し た よ う に 圧 縮 室 ４ ２ ０ の 反 対 方 向 に 後 進 す る よ う に な り 、 圧 縮 室 ４ ２ ０ に は 新 し  
い 低 圧 水 素 ガ ス が 導 入 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ７ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 変 形 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 ７ に 示 し た 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 １ ’ は 図 ３ 乃 至 図 ６ に 示 し た 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 １ と 他 の 構  
成 は 同 一 で あ る が 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ ０ と ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ ’ の 形 態 に お い て 異 な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ７ を 参 照 す る と 、 ハ ウ ジ ン グ ４ ０ ０ の 孔 部 ４ １ ０ は ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ ’ の 一 端 部 と 噛 合  
さ れ る ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ の 高 さ と 同 じ 高 さ に 形 成 さ れ る こ と が で き 、 こ れ に よ り ラ ッ ク  
部 材 ２ ０ ０ ’ は 高 低 差 を 補 償 す る た め の 高 さ 調 整 区 間 ２ ０ １ な し で 一 直 線 に 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
以 下 、 図 ８ 及 び 図 ９ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 １ ” を 説 明 す  
る と 、 次 の と お り で あ る 。 説 明 の 便 宜 上 、 図 １ 乃 至 図 ７ に 示 し た 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 １ と 同  
一 の 構 造 に 対 す る 説 明 は 省 略 し 、 以 下 、 相 異 点 の み を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ８ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ８ に 示 し た 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 １ ” は 図 １ 乃 至 図 ７ に 示 し た 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 １ と 他 の 構  
成 は 同 一 で あ る が 、 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ ” の 細 部 構 成 に お い て 異 な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ８ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 １ ” で 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ ” は  
加 圧 部 ３ ０ １ ” と ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ０ ２ ” を 含 ん で 構 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま ず 、 加 圧 部 ３ ０ １ ” は ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 他 端 部 に 連 結 さ れ て ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 往 復  
直 線 運 動 を ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ０ ２ ” の 往 復 運 動 の た め の 駆 動 力 と し て 伝 達 す る 役 割 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
一 例 と し て 、 加 圧 部 ３ ０ １ ” は ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ と 上 記 ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ０ ２ ” の 間 に 形 成 さ  
れ る 加 圧 空 間 ３ ０ １ １ ” と 上 記 加 圧 空 間 ３ ０ １ １ ” に 充 填 さ れ る オ イ ル （ ｏ ｉ ｌ ） な ど の よ  
う な 流 体 ３ ０ １ ２ ” か ら な る こ と が で き 、 オ イ ル な ど の よ う な 流 体 ３ ０ １ ２ ” の 圧 力 が 上 昇  
す る に つ れ ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ０ ２ ” を 加 圧 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
他 の 例 と し て 、 加 圧 部 ３ ０ １ ” は ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 往 復 直 線 運 動 を 伝 達 さ れ て 揺 動 運 動  
を す る よ う に 構 成 さ れ た 揺 動 構 造 物 か ら な る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ ” は ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 他 端 部 に 連 結 さ れ る 部 分 を  
圧 縮 部 材 ３ ０ ０ ” の 後 端 部 と し た 場 合 、 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ ” は 先 端 部 を 介 し て 圧 縮 室 ４ ２ ０ 内  
に 導 入 さ れ た 低 圧 水 素 ガ ス を 圧 縮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
こ こ で 、 圧 縮 部 材 ３ ０ ０ ” は 図 ３ 乃 至 図 ５ に 示 し た よ う に ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ が ２ つ で 構 成  
さ れ て １ つ の ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ に ２ つ の ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ が 噛 合 駆 動 す る 場 合 、 ２ つ の  
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ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ の 各 々 の 他 端 部 に 連 結 さ れ る よ う に ２ つ で 構 成 さ れ て も よ い 。 た だ し 、  
こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 ９ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
図 ９ を 参 照 す る と 、 ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ が 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る こ と を 正 方 向 回 転 と し  
た 場 合 、 ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ が 図 ９ Ａ に 示 し た よ う に 位 置 し た 状 態 で 正 方 向 に 次 第 に 回 転  
す る 際 に は 図 ９ Ｂ 及 び 図 ９ Ｃ に 示 し た よ う に ラ ッ ク 部 材 ２ ０ ０ が 圧 縮 室 ４ ２ ０ 方 向 に 前 進  
す る よ う に な り 、 こ れ に よ り 加 圧 部 ３ ０ １ ” 、 す な わ ち 、 加 圧 空 間 ３ ０ １ １ ” 内 に 位 置 す る  
流 体 ３ ０ １ ２ ” が 圧 縮 さ れ て ダ イ ヤ フ ラ ム ３ ０ ２ ” を 加 圧 す る こ と に よ り 、 圧 縮 室 ４ ２ ０ の  
体 積 を 縮 小 さ せ 、 圧 縮 室 ４ ２ ０ 内 に 導 入 さ れ 低 圧 水 素 ガ ス を 圧 縮 し て 高 圧 水 素 ガ ス に 変 換  
さ せ て 排 出 で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ れ と は 逆 に 、 ピ ニ オ ン 部 材 １ ０ ０ が 反 時 計 回 り 方 向 で あ る 逆 方 向 に 回 転 す る 際 に は 図 ９  
Ａ に 示 し た よ う に 圧 縮 室 ４ ２ ０ の 反 対 方 向 に 後 進 す る よ う に な り 、 圧 縮 室 ４ ２ ０ に は 新 し  
い 低 圧 水 素 ガ ス が 導 入 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 １ 、 １ ’ 、 １ ” に よ れ ば 、 水 素 ガ ス  
圧 縮 装 置 の 全 体 サ イ ズ を 相 対 的 に 減 ら す こ と が で き 、 オ イ ル の キ ャ リ ー オ ー バ ー （ ｃ ａ ｒ  
ｒ ｙ － ｏ ｖ ｅ ｒ ） が ほ ぼ 発 生 し な い 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 を 提 供 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
一 方 、 本 明 細 書 と 図 面 に は 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 開 示 し て お り 、 特 定 の 用 語 が  
用 い ら れ た が 、 こ れ は 単 に 本 発 明 の 技 術 内 容 を 分 か り や す く 説 明 し 発 明 の 理 解 を 助 け る た  
め の 一 般 的 な 意 味 で 用 い ら れ た に す ぎ ず 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る こ と を 意 図 し な い 。 こ  
こ に 開 示 さ れ た 実 施 例 の 他 に も 本 発 明 の 技 術 的 思 想 に 基 づ く 他 の 変 形 例 が 実 施 可 能 で あ る  
こ と は 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 に お い て 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 に と っ て 自 明 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
本 発 明 は 、 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 細 に は 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 の 全 体 サ イ ズ を 相  
対 的 に 減 ら す こ と が で き 、 オ イ ル の キ ャ リ ー オ ー バ ー （ ｃ ａ ｒ ｒ ｙ － ｏ ｖ ｅ ｒ ） が ほ ぼ 発  
生 し な い 水 素 ガ ス 圧 縮 装 置 と 関 連 す る 技 術 分 野 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

20

30

40

50

JP 2022-517576 A 2022.3.9(10)

【 図 ９ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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